
10■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（19）

　

そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
突
然
の
こ
と
だ
っ

た
。
令
和
元
年
6
月
18
日
（
火
）
22
時
22
分
。

　

私
は
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
た
。

強
い
揺
れ
。
一
瞬
、
石
巻
市
の
現
地
で
経
験

し
た
東
日
本
大
震
災
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
22

時
25
分
、
秘
書
係
の
上
野
主
幹
に
電
話
し
、

迎
え
を
依
頼
。
防
災
服
に
着
替
え
、
市
役
所

に
向
か
う
準
備
を
始
め
た
。
テ
レ
ビ
で
は
津

波
注
意
報
を
知
ら
せ
て
い
る
。
早
坂
危
機
管

理
監
に
連
絡
し
、
避
難
の
呼
び
掛
け
状
況
を

確
認
。
地
震
発
生
2
分
後
の
22
時
24
分
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
「
沿
岸
付
近
の
方
は
津
波
に
注

意
を
」
と
自
動
発
信
し
た
は
ず
だ
っ
た
。
し

か
し
、
温
海
の
大
部
分
の
地
域
で
は
停
電
が

発
生
し
、
実
際
に
は
各
戸
に
設
置
さ
れ
て
い

る
有
線
放
送
設
備
等
は
呼
応
し
な
か
っ
た
。

22
時
46
分
に
は
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
局
（
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ッ
パ
」）
に
よ
り
、

市
職
員
が
高
台
避
難
を
呼
び
掛
け
た
が
、「
聞

こ
え
な
か
っ
た
」、「
聞
き
取
り
づ
ら
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
大

き
な
反
省
材
料
だ
。

　

23
時
頃
、
市
役
所
に
到
着
す
る
と
、
職
員

や
警
察
、
自
衛
隊
、
報
道
機
関
な
ど
が
続
々

と
集
ま
っ
て
き
た
。
沿
岸
部
で
は
地
震
直
後

か
ら
自
主
的
に
高
台
避
難
が
開
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
温
海
地
域
で
の
停
電
、
道
路
の
陥

没
の
発
生
な
ど
の
情
報
が
集
ま
っ
て
き
た
。

最
初
の
災
害
対
策
本
部
の
会
合
を
23
時
15
分

頃
に
開
催
。
そ
の
後
は
断
続
的
に
24
時
、
日

が
替
わ
っ
て
19
日
深
夜
1
時
、
2
時
30
分
に

開
催
。
早
朝
6
時
15
分
に
再
度
集
ま
る
こ
と

と
し
、
一
旦
帰
宅
し
た
。

　

19
日
早
朝
の
本
部
会
合
後
、
温
海
の
被
害

現
場
を
回
っ
た
。
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
は
ホ
ー
ル
天
井
が
一
部
落
下
。
各
旅
館
で

も
瓦
の
落
下
、
内
壁
の
破
損
な
ど
が
発
生
。

生まれてくる赤ちゃんの「先天性風しん症候群」を予防するため 

成人の風しん抗体価検査・ワクチン接種費用を助成します
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線373

風しん予防

■期間　来年３月31日○火 接種分まで
■対象　
① 妊娠を希望している24歳～50歳（平成31年４月　　

1 日現在）の女性
② 抗体価が不十分と判定された上記①の夫及び同居

家族
③ 妊婦（抗体価が不十分または妊婦検診での風しん

抗体価検査結果判定前）の夫及び同居家族
※ただし、以下の方は対象外です。
●現在妊娠中または妊娠している可能性がある

●過去に風しん抗体価検査を受けたことがる
●風しんにかかったことがある
●風しん予防接種を２回以上受けたことがある
■助成額
　全額（１人１回、市指定医療機関以外で実施した
場合は償還払い〈上限あり〉）
■申請方法
　印鑑（併せて対象②の方は検査結果、対象③の
方は母子健康手帳など）をお持ちの上、事前に健
康課☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

出羽庄内国際村内食文化創造都市推進課分室若者の初めてのパスポート取得を支援します 
若者海外体験促進

■問食文化創造都市推進課国際事務室（出羽庄内国際村）☎24‐1181

■対象者　次の全てに該当する方
① 平成２年４月２日から平成13年４月１日までに

生まれた
②本市に住民登録がある
③ 平成31年４月１日から令

和２年２月29日までに山
形県内で発給されたパスポ
ート（初取得に限る）を所
持している

■助成額　5,000円
■助成人数　先着100人
■申請期間　来年３月31日○火 まで
■申請場所　
　 ▽  同事務室

　 ▽  本所市民課（パスポートの交付時のみ）
■申請に必要なもの
　パスポート、申請者本人名義の通帳（ネット銀行
を除く）、印鑑、住民票の写し

　鶴岡市の次代を担う若者の見聞を広め、グローバルな人材を育成するとともに、海外との相互交流を促
進するため、初めてパスポートを取得した若者に対し、補助金を支給します。
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ま
た
、
温
泉
の
命
で
あ
る
源
泉
く
み
上
げ
・

配
湯
設
備
３
か
所
で
破
損
が
あ
り
、
実
質
的

に
お
湯
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
。
旧
温
海
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
前
で
は
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
。鼠
ヶ
関
港
で
も
物
揚
げ
場
で
の
亀
裂
・

段
差
を
確
認
。

　

そ
の
日
の
夕
方
、
再
度
現
場
に
。
小
岩
川

で
は
、
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下

に
瓦
の
撤
去
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
設
置
に
追

わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
避
難
所
で
あ
る
温
海

温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
に
は
、
高
齢
者
に
交
じ

っ
て
子
供
の
姿
も
。
湯
之
里
地
内
の
市
道
に

大
き
く
亀
裂
が
入
り
、
市
営
紅
葉
岡
住
宅
の

方
々
な
ど
、
し
ば
ら
く
避
難
を
継
続
し
て
も

ら
う
必
要
が
生
じ
て
お
り
、
何
と
か
せ
ね
ば

と
、
胸
が
痛
ん
だ
（
そ
の
後
、
住
居
周
辺
の

安
全
性
の
確
認
を
経
て
、
6
月
20
日
18
時
に

避
難
所
を
解
消
）。

　

6
月
19
日
、
全
国
市
長
会
長
の
立
谷
相
馬

市
長
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
熊
本
地
震
を
経

験
し
た
大
西
熊
本
市
長
に
連
絡
。
職
員
の
派

遣
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
先
方
快
諾
。

大
阪
北
部
地
震
を
経
験
し
た
大
阪
府
枚
方
市

か
ら
は
独
自
に
職
員
が
支
援
に
駆
け
付
け
て

く
れ
た
。
そ
の
後
も
、
り
災
証
明
書
の
発
行

に
向
け
た
調
査
体
制
構
築
な
ど
、
多
く
の
関

係
者
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

現
場
の
要
請
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
対
応

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
50
日
間
石

巻
市
役
所
を
支
援
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際

に
経
験
し
た
。
災
害
時
に
は
、
要
請
を
待
た

ず
に
動
く「
プ
ッ
シ
ュ
型
」、
押
し
掛
け
て
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
直
ち
に
現
場
へ
行

き
、状
況
を
把
握
す
る
。ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し

て
瓦
撤
去
や
酒
蔵
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
す
る
。
村
上
市
と
の
合
同
本
部
を
立
ち

上
げ
る
。住
民
説
明
会
を
開
催
し
、支
援
策
を

被
災
者
に
詳
し
く
説
明
す
る
。
障
が
い
の
あ

る
方
々
に
地
震
の
際
に
困
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
か
を
尋
ね
る
。
山
形
県
沖
地
震
へ
の
対

応
の
中
で
、
改
め
て
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
の
重

さ
に
つ
い
て
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「鶴岡市市民まちづくり活動促進事業（鶴岡まち活）」後期事業募集 

市民の皆さんが行うまちづくり活動を応援します
まちづくり

■問本所地域振興課☎内線522または各地域庁舎総務企画課へ

「鶴岡まち活」採択事業の一部を紹介します

①まちづくり基本コース

▼ツルオカ・ミーティング・ジャズコンサート
　ジャズ愛好家の多さや音楽活動の盛んさを生かし、
イベントでの無料演奏会や即興ワークショップ、プ
ロ演奏家によるコンサート等を開催する。

▼高専生によるサイエンスアカデミー
　～親子で学ぼう ! 科学の不思議～
　高等教育機関の技術を生かし、未就学児等の子供
を対象にした科学教室を学生の企画運営で開催する。

■対象事業
①まちづくり基本コース
　鶴岡らしさ・地域特性を生かしたまちづくり活動
②若者まちづくりコース
　若者が行うまちづくり活動や地域に関する学び
③まちづくりパートナーコース
　市と協働で取り組む市施設の整備、修繕等
■対象団体
①・③代表者及び構成員の過半数が鶴岡市民である
５人以上の団体
②市内に在住または通学する３人以上の若者による
団体 ･ グループ
■補助内容
①補助対象経費の３分の２以内（上限20万円〈年
１件のみ上限50万円〉）
②補助対象経費（上限10万円）
③原材料の現物支給など
■応募方法
　必ず事前に相談の上、補助金交付要望書を本所地
域振興課または各地域庁舎総務企画課へ
■募集期間
①８月20日○火 まで
※８月下旬の審査会で補助の可否を決定します。
②・③来年１月31日○金 まで　

 「鶴岡市市民まちづくり活動促進事業（鶴岡まち活）」は、市民の皆さんによる主体的なまちづくり活動や、
行政との協働の取り組みを推進するものです。これまで実施していた「鶴岡いきいきまちづくり事業」、「鶴
岡市住民自治組織ステップアップ事業」、「鶴岡パートナーズ」の３事業を、それぞれの核となる部分は残
しながら、窓口の一本化や制度の簡素化などの見直しを行い、新たな制度として立ち上げました。

【イベント】「CROSS ROAD 〜音の交差点」
　国内外で活躍するミュージシャンによる、
即興ワークショップとコンサートです。
■出演　ラモン・ロペス、ユーグ・ヴァンサ
ン、藤井郷子　ほか

▼即興ワークショップ
■日 ９月10日○火 午後７時30分　■場 なんだ屋　
■定20人（要事前申込み）　■費2,000円

▼コンサート
■日 9 月11日○水 午後７時30分　■場まちなかキ
ネマ　■定先着80人　■費2,500円
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■対
平
成
25
年
４
月
２
日
～
26
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東
日
本

大
震
災
で
の
避
難
等
で
本
市
に
住
所
の
な
い

児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学
校
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得

状
況
届
の
提
出
を

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
提
出
期
間
等
を
確
認
し
、

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
 

現
況
の
届
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
の
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま

す
の
で
、
届
出
期
間
等
を
確
認
し
、
本
所
子

育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
会
場　

■日
・
■場
８
月
１
日
○木
～

７
日
○水
の
平
日
…
午
前
９
時
～
午
後
７
時
・

市
役
所
本
所
６
階
大
会
議
室　

８
月
３
日
○土

・
４
日
○日
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
・
同
１

階
市
民
ロ
ビ
ー

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に
対
す
る 

臨
時
・
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
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■
支
給
上
限
額　

月
額
２
万
円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

険
法
で
定
め
る
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
を
受

給
で
き
る
方
は
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
額
〉）　

▼
共
通　

■対
20
歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５

０　

■他
要
事
前
相
談
。
市
HP

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

会
場
（
就
学
予
定
校
）

９月
11
日
○水
朝
暘
四
小
（
同
小
）

13
日
○金
朝
暘
二
小
（
同
小
）

藤
島
小
（
藤
島
地
域
の
小
学
校
）

18
日
○水
京
田
小
（
同
小
）

19
日
○木
豊
浦
小
（
同
小
）

湯
野
浜
小
（
同
小
）

20
日
○金
大
山
小
（
同
小
）

25
日
○水
西
郷
小
（
同
小
）

10月
１
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
の
小
学
校
）

あ
さ
ひ
小
（
同
小
）

２
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
）

３
日
○木
羽
黒
小
（
羽
黒
地
域
の
小
学
校
）

４
日
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
）

８
日
○火
黄
金
小
（
同
小
、
斎
小
）

９
日
○水
あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
の
小
学
校
）

10
日
○木
朝
暘
一
小
（
同
小
）

大
泉
小
（
同
小
、
上
郷
小
）

11
日
○金
朝
暘
六
小
（
同
小
）

23
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）　

■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら　

■
免
除
期

間　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場

合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）　

■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

子
育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ　
　
　
　
　
　

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
資
格
取

得
の
た
め
の
養
成
機
関
に
1
年
以
上
通
学
す

る
方
（
最
長
３
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額

７
万
５
０
０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額
10
万
円
〈
い
ず
れ
も
最
終
学
年
は
４

万
円
増
〉）　

■他
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
方

を
対
象
に
助
成
制
度（
生
活
応
援
給
付
金〈
■

支
給
額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま
い
応
援
給

付
金
〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方　

健
康
・
福
祉

10
月
は
乳
が
ん
撲
滅
月
間（
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）で
す 

日
曜
日
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
20
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
40

歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
で
、
職
場
の
が

ん
検
診
が
な
い
方
先
着
25
人　

■費
１
、
２
０

０
円　

■申
8
月
30
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線

３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

免
除
制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
７
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正

10
年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１

０
０
歳
の
方
（
大
正
８
年
４
月
１
日
～
大
正

９
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
８
２

年
金
・
税

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者　

②
出
産
日
が
平
成
31
年
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生
活
・
そ
の
他

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
枝
豆
の
中
で
も
甘
味
・
う

ま
味
が
強
く
、
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
関
西
で
の
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
や
加
茂
水
族
館
・
湯
野
浜
海
水
浴
場

で
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

▼
理
由　

▽
「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
「
お
や
じ
（
パ

パ
）」
を
意
味
し
「
８
８
」
は
「
パ
パ
」
と

読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒
さ

や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て
い

る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

防
災
を
学
ぶ
・
災
害
に
備
え
る 

９
月
１
日
は
防
災
の
日 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
９

　

関
東
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
を

で
、
届
出
期
間
等
を
確
認
し
、
本
所
子
育
て

推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
令
和
元
年

11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る

父
ま
た
は
母　

②
令
和
元
年
10
月
31
日
ま
で

に
法
律
婚
を
し
た
こ
と
が
な
い　

③
同
日
に

お
い
て
事
実
婚
を
し
て
い
な
い　

■
給
付
額　

１
万
７
、
５
０
０
円　

■
受
付
期
間　

８
月

１
日
○木
～
12
月
２
日
○月
（
な
る
べ
く
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
と
併
せ
て
提
出
く
だ
さ
い
）

■
支
給
予
定
日　

来
年
１
月
10
日
○金

目
的
に
、
９
月
１
日
は
防
災
の
日
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場
所
や
、

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く
と
と

も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得

し
ま
し
ょ
う
。

■日
８
月
28
日
○水
～
９
月
２
日
○月
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

■場
市
役
所
本
所　

■内
各
種
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
・
非
常
持
出
袋
・
防
災
資
機
材

の
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
そ
生
法
の

講
習
、
防
災
に
関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２　

■他

「
水
害
・
土
砂
災
害
パ
ネ
ル
展
」を
同
時
開
催

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

っ
て
、
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
８
月
28
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い　
　

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
６
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
３
へ

■他
市
HP鶴

岡
墓
園
の
使
用
者
を
募
集

し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る　

▽
自
宅
等
に
焼
骨
を
保
管

し
納
骨
す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後

１
年
以
内
に
墓
碑
等
を
建
て
、
焼
骨
を
埋
蔵

き
る　

■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管

理
料
年
額
（
今
年
度
分
は
そ
の
７
か
月
分
）　

①
４
㎡・
２
区
画
・
15
万
５
、０
０
０
円
・
３
、

６
０
０
円　

②
６
㎡・
４
区
画
・
23
万
円
・
４
、

８
０
０
円　

■申
８
月
１
日
○木
～
15
日
○木
に
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ　

■他
抽
せ
ん
会

（
■日
８
月
21
日
○水
午
前
10
時〈
市
役
所
本
所
〉）

鶴
岡
駅
前
地
区
整
備
工
事
の

お
知
ら
せ

　

鶴
岡
駅
前
地
区
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
交
通

結
節
点
と
し
て
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
整

備
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

規
制
な
ど
に
よ
り
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

９
月
末
ま
で
（
予
定
）　

■
工
事

内
容　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
自
家
用
車
降
車

専
用
レ
ー
ン
の
拡
幅
、
歩
行
者
通
路
用
シ
ェ

ル
タ
ー
の
増
築
、
駅
北
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
整

備
、
地
下
道
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等　

■問
本
所

都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
４

 
 
 

８月３日○土 ～９日○金  

戦争と平和の資料展
平和都市

■問本所総務課☎内線315

■時午前９時～午後７時（９日は午後１時まで）　■場中央公民館　
■内核兵器の悲惨さを訴えるパネル等の展示、戦争体験者の話
を聞く会・戦争関連の本の読み語り（３日午前11時）

鶴岡市平和都市宣言
　世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。
　しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命が奪われ、世
界の平和に大きな脅威がもたらされています。
　世界唯一の被爆国である日本に住む私たちは、核兵器をは
じめとする大量破壊兵器の速やかな廃絶を訴えます。私たち
鶴岡市民は戦争のない永遠の平和と文化の構築を強く決意し、
ここに「平和都市」を宣言します。


